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川西市立久代小学校ＰＴＡ規約 

 

 

第１章  総 則 

 

 （ 名 称 ） 

第 １ 条  川西市立久代小学校ＰＴＡ（以下、本会）と称します。 

（ 所 在 ） 

第 ２ 条  本会の事務所を久代小学校内におきます。 

（ 目 的 ） 

第 ３ 条  本会は、次の事項を行うことを目的とします。 

日本国憲法と教育基本法の精神にのっとり、平等の権利と義務を尊重し、

民主教育の理解を深め、児童の健全なる育成に努めこれを推進します。 

 

 

第２章  方 針 

 

 （方針と活動） 

第 ４ 条  本会は、次の方針により活動します。 

１．児童の健全な発達を図るために学校と緊密に協調しますが、学校経

営に関しては干渉しません。 

２．児童の教育と福祉のために活動する他の団体や機関と協力をします

が、支配は受けません。 

３．本会は、その目的を推進するために必要な意見を学校へ述べ参考資

料を提供します。 

４．学習の場を広め、会員意識の高揚に努め、研修活動を積極的に行い

ます。 

５．本会は、営利を目的とする行為はしません。 

６．学校及び地域における教育環境の改善充実を図ります。 

７．特定の政党、宗教に片寄ることなく、また、いかなる営利企業も支

持しません。 
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第３章  会 員 

 

（ 会 員 ） 

第 ５ 条  本会の会員となることのできる者は、次のとおりです。 

１．本校に在籍する児童の保護者。 

２．本校に在籍する教職員。 

 

 

第４章  組 織 

 

 （ 基 本 組 織 ） 

第 ６ 条  本会は、学校の学級会及び校区の地区会（ＰＴＡ分会）で組織します。 

 （ 学 級 会 ） 

第 ７ 条  学級会は、本会の目的達成のため所属学級の会員で構成し、選挙により

選出された学級委員を中心に学級内で必要な活動（学級ＰＴＡ）を行い

ます。 

 （ 地 区 会 ） 

第 ８ 条  地区会は、本会の目的達成のため地区ごとの会員で構成し、地区の事情

に合った運営と活動を行います。 

 （ 上 部 組 織 ） 

第 ９ 条  本会は、川西市ＰＴＡ連合会に加入します。 

 

 

第５章  役 員 

 

 （役員、定員） 

第１０条  本会の運営のために次の役員をおきます。 

但し、理事会の承認を得て、特別総務役員をおけるものとします。 

１．会 長   １名   保護者の会員から 

２．副 会 長   ４名   保護者の会員から３名 

              教職員の中から１名 

３．書 記   ４名   保護者の会員から３名 

              教職員の中から１名 
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４．会 計   ３名   保護者の会員から２名 

              教職員の中から１名 

５．理 事   若干名 

（1） 学 級 長    学級会会員から 

（2） 専 門 部 長    専門部会員から 

（3） 地 区 長    地区会会員から 

（4） 教職員代表    教職員の中から 

６．監 査   ２名   保護者の会員から 

７．学校長は、本会の運営に役員として加わります。 

 （役員の任務） 

第１１条  本会の役員は次のとおりとします。 

      １．会 長  本会を代表して運営の責に当たり、また、会議を招集し

会議の議長を委嘱することができます。 

      ２．副 会 長  会長を補佐し、会長不在のときはその任務を代行し、ま

た、各機関の相互の調整に当たります。 

３．書 記  会議の通知を出し、議事の記録をし、保管します。 

４．会 計  本会の会計及び出納事務を行います。 

５．理 事  第２０条及び第２２条の事項を執行します。 

６．監 査  会計事務の監査を行いその結果を会員に報告します。 

 （役員の選出） 

第１２条  役員の選出は、次のとおりとし、総会で承認を受けます。 

１．会長、副会長、書記、会計（以下、総務）は全会員の中から役員選

考委員会が選考します。 

２．理事は、学級委員、専門部員、地区会員とでそれぞれ互選します。 

３．監査は、すべての委員を除き、保護者の会員の中から役員選考会が

適任候補者を選考します。 

４．教職員側の役員は、学校長の推薦によります。 

 （役員の任期） 

第１３条  本会の役員の任期は１年間としますが、監査以外は再任を妨げません。 

 （役員の補充） 

第１４条  役員に欠員が生じた場合は、次のとおり補充することができます。 

１．役員の欠員補充または代行者の選任は理事会の承認を必要とします。 

２．欠員補充または代行で就任した役員の任期は前任者の残り期間とし

ます。 
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 （ 顧 問 ） 

第１５条  顧問は、会長が理事会に諮って委嘱することができます。 

顧問は、会長の依頼に応じて本会の運営に助言と協力をすることができ

ます。 

 

 

第６章  機 関 

 

 （ 会 合 ） 

第１６条  本会は、次の機関を設けます。 

１．総会、２．委員総会、３．学級委員総会、４．理事会、５．総務会、

６．専門部会、７．学年協議会、８．地区協議会、９．選挙管理委員会、

１０．役員選考委員会、１１．規約管理委員会、１２．特別委員会 

 （ 総 会 ） 

第１７条  総会は、全会員によって構成し、本会の最高決議機関です。総会は定期

総会と臨時総会に区分し、次のことを行います。 

１． 定期総会は、年度初めに開催し、次のことを行います。 

(1) 前年度の事業報告と決算報告の承認。 

(2) 新年度の役員の承認。 

(3) 新年度の活動方針と予算案の承認。 

(4) 規約の改廃についての承認。 

２． 臨時総会は、本会の運営上重要な緊急事態が発生した場合に定期総

会を待たずに開くことができます。 

(1)  学級委員の過半数の要求があった場合。 

(2)  全会員の三分の一以上の要求があった場合。 

(3)  理事会が必要と認めた場合。 

３．総会は、会長が理事会に諮って召集します。 

（ 委 員 総 会 ） 

第１８条  委員総会は、総務、理事及び学級委員で構成し、総会に次ぐ決議機関で

あり、次の場合に会長が召集します。 

１．学級委員の過半数の要求があった場合。 

２．理事会が必要と認めた場合。 
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 （学級委員総会） 

第１９条  学級委員総会は、総務、会計監査、学級委員、地区長、地区より選出の

愛護部長及び役員選考委員で構成し、年度初めに開催し、次のことを行

います。 

１．総務及び監査の確認。 

２．学級長及び学年長の選出ならびに専門部の所属の決定。 

 （ 理 事 会 ） 

第２０条  理事会は、総務、学級長、専門部長、地区長、学校長及び教職員代表、 

理事会が認めた出席者で構成し、次のことを行います。 

１．理事会で決議する事項 

(1) 総会に提出する議案。 

(2) 予算の修正及び補正。 

(3) 規約及び細則の改廃、疑義解釈。 

(4) 専門部会より提出された事項。 

(5) その他、本会の運営に必要な事項。 

２．理事会が運営遂行に当たる事項 

(1) 総会の決議事項。 

（ 総 務 会 ） 

第２１条  総務会は、総務及び学校長によって構成し、次のことを行います。 

１．会議に提出する議案及び資料の作成 

２．本会の通常運営に関する事項の処理。 

３．理事会の決議事項の処理。 

４．その他、運営に関する緊急事項の処理。 

（ 専 門 部 会 ） 

第２２条  専門部会には、次の部門を設け、学級委員もしくは地区委員がそれぞれ

分担して構成し、正・副部長をおいて活動します。 

      １．給食文化教養部  児童の給食と会員の教養、研修に関する事項。 

      ２．人権保健体育部  人権教育と、児童及び会員の保健体育に関す 

                                 る事項。 

      ３．厚生献血部    児童及び会員の厚生福祉と献血推進に関する 

                 事項。 

      ４．広 報 部    ＰＴＡ活動の伝達に関する事項。 

       ５．愛 護 部     児童の愛護、補導と研修に関する事項。 
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（学年協議会、地区協議会） 

第２３条  学年に共通な事項を協議するため、各学年に学級長による学年協議会を

構成します。 

地区に共通な事項を協議するため、地区長による地区協議会を構成しま

す。 

（選挙管理委員会） 

第２４条  選挙管理委員会は、学年長と地区長で構成し、次年度の役員等選出の管

理を行います。 

（役員選考委員会） 

第２５条  役員選考委員会は、総務、学年長及び地区長で構成し、次年度総務及び

監査の適任者を選考し、次年度学級委員総会に推薦します。 

（規約管理委員会） 

第２６条  規約管理委員会は、総務、学年長及び地区長で構成し、本会の規約及び

細則の検討と、研究及び保全管理を行います。 

（特別委員会） 

第２７条  特別委員会は、会長の諮問により必要とした場合、総務と若干名の理事

及び会長が委嘱した者で構成し、本会の運営企画の原案を作成します。 

（会議の成立と議決） 

第２８条  本会の会議の成立と議決は、次の条件が必要です。 

１． 会議の成立は会議構成人員の過半数の出席とします。 

但し、委任状は出席とします。 

２．議決の承認決定は、出席者の過半数の賛成とします。 

 

 

第７章  会 計 

 

（ 経 費 ） 

第２９条  本会の経費は、通常会費、寄付金及びその他の収入によってまかないま

す。 

（ 会 費 ） 

第３０条  通常会費は、一児童を単位として、毎月一定額を定めた日に徴収します。 

（会費の返済、減免） 

第３１条  前条に決められた会費の払い戻しは致しません。但し、保護家庭または

特別の事情のある場合は、総務会で会費の減免を認めることができます。 



 7 

（臨時会費、特別会計、創立記念事業基金） 

第３２条  １．本会の運営上必要とする場合は、理事会の決議により臨時会費を集

めることができます。 

２． 同じく運営上必要とする場合は、特別会計を設置することができま

す。 

３．久代小学校創立記念事業の円滑推進のために、創立記念事業基金を

設置することができます。 

（方針外流用の禁止） 

第３３条  本会の経費は、本会の運営方針以外に使用したり、流用したりすること

はできません。 

（ 会 計 帳 簿 ） 

第３４条  本会の会計には、金銭出納簿と予算費目収支簿を備え、常に収支の状況

を保全することにします。但し、三年間は保管します。 

（ 監 査 ） 

第３５条  会計収支は、会計執行完了後、すみやかに会計監査を受けなければなり

ません。また、年度途中に会計状況の監査を受けることもあります。 

（ 会 計 年 度 ） 

第３６条  本会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとします。 

 

 

第８章  補 則 

 

（ 運 営 補 則 ） 

第３７条  本会の運営上必要な細則は、この規約に反しない限り理事会で決めるこ

とができます。 
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付 則 

 

  １．この規約は、昭和５０年 ４月 １日に改正し実施します。 

  ２．この規約は、昭和５１年 ５月１６日に改正し実施します。 

  ３．この規約は、昭和５９年 ３月 ７日に改正し実施します。 

  ４．この規約は、昭和６１年 ２月 ４日に改正し実施します。 

  ５．この規約は、昭和６２年 ５月１６日に改正し実施します。 

  ６．この規約は、平成 ４年 ３月１６日に改正し実施します。 

  ７．この規約は、平成 ５年 ５月１６日に改正し実施します。 

  ８．この規約は、平成 ８年 ４月 １日に改正し実施します。 

  ９．この規約は、平成１０年 ４月 １日に改正し実施します。 

１０．この規約は、平成１３年 ５月１９日に改正し実施します。 

１１．この規約は、平成２３年 ５月１９日に改正し実施します。 

１２．この規約は、平成２４年 ５月１６日に改正し実施します。 


